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口腔ケアからはじめる感染対策

歯垢（デンタルプラーク）って？ 

細菌の塊、バイオフィルムです！ 

歯垢1mg中＝数億の細菌が存在 

１）歯ブラシなどで口腔内を清掃し、できるだけ口腔内の細菌を減少させる

２）患者の病態は千差万別であり、それぞれのケースに応じて工夫が必要

３）スポンジブラシの使用のみでなく、積極的に歯ブラシを使用する

４）歯ブラシを使用することで口腔内の粘膜・神経を刺激し、マッサージ効果も

得られる

口腔ケアの基本 

バイオフィルムができると、水洗いだけでは取れず、

こすり洗いが必要です。バイオフィルムが作られる

と、唾液の洗浄効果や、洗口液（うがい薬）の効果も

うまく働きません。 

放っておくと、誤嚥性肺炎や菌血症、感染性心内膜炎

の原因にもなりえます。

毎日入院患者さんの口腔内もチェックし、ケアの必要な方は介入を！！ 

汚れがひどい場合は、歯科が週１～２回の介入は可能です。歯科に依頼する

際は、初診予約と院内紹介文を入力して下さい。（歯科治療室 ） 

歯科介入後 


